
会長：蔭山好信　/　幹事：稲垣功一 ： 例会日：木曜日

クラブ会報委員会 ： 午後 12:30開会

　　　　　委員長：境野 登章 ： 会.....場：ベルヴィアイトピア

　　　　　 副委員長：大谷浩一/ 古沢勇治

第２１９２回 第 二 十 七 回 例会 （2011年1月20日）

☆ 点鐘

☆ ロータリーソング斉唱　第3週　それでこそロータリー

☆ 四つのテスト唱和

☆ 来訪者紹介.....蔭山好信会長

☆ 会長報告　 .....蔭山好信会長

☆ 幹事報告... ....稲垣功一幹事

☆ 来訪者ご挨拶

☆ 本日の卓話　　　梅澤晃慧様

☆ 出席・スマイル報告

☆ 点鐘

★ 来 訪 者 紹 介　　　 蔭山好信会長
本日の卓話者で、梅澤晃慧さんです。羽生実業高校の、校長先生と教頭先生です。忍城おもてなし甲冑隊の皆様です。

★ 会 長 報 告　　　 　　蔭山好信会長
今月はロータリー理解推進月間です。そこで100年余りのロータリーの事業の中で、最大の成果を上げたとされている

ポリオ・プラスにちなんだお話をさせていただきます。現在RIは、ポリオ撲滅に向けてビルアンドメリンダゲイツ財団との

「2億ドルのチャレンジ」競争に挑んでおります。2億ドルといいますと82円換算で164億円となり、ポリオ撲滅と言う趣旨に

は大賛成なのですが、現時点において、果たしてそれほどの巨額な費用が必要なのか若干疑問に思うところが在ります。

ご存知のようにポリオ・プラスのきっかけとなったのは、1978年にRIとフィリピン政府がフィリピンの児童にポリオの予防接種

を実施したプロジェクトであり、これが目を見張る成果を上げたことからポリオと戦う戦略が開発され、計画実施に必要な

諸準備が整えられてポリオ・プラスの誕生となったものです。ポリオ・プラスの由来は、ポリオだけではなく、ハシカ・ジフテ

リア・結核・百日咳・破傷風の5つの病気も加え、これらの同時撲滅を目指したからですが、現在ではこの意味が異なって

きて、ポリオ撲滅運動そのものを指すようになっております。ポリオ・プラスの成果により、1994年には西半球において

ポリオウィルスは撲滅され、2000年には西太平洋地域、2002年にはヨーロッパ地域において、ポリオウィルスの撲滅が

宣言されました。もちろん日本においても、ポリオは数10年に亘って発症例がありません。そこで2003年5月31日に、

ＲＩ・世界保健機構・米国疾病予防センター・ユニセフを中心とする「ポリオ根絶計画」主要パートナーは戦略を変え、

ポリオ発生が報告されていない93ヶ国で実施されている予防接種キャンペーンを修正して、ポリオの患者数の多い7ヶ国

と危険の残る6ヶ国に対して、資金を投与して重点的な活動を開始した結果、2005年中の発症例が16ヶ国で約1,900件

であったのが、2006年2月には4ヶに減少しました。この4ヶ国（インド・パキスタン・アフガニスタン・ナイジェリア）のうち、

ポリオの発症率が最も高いのはインドでありますが、2009年8月10日時点においては184件発症していたのが、2010年の

同時期においては、27件にまで減少しております。この大幅な減少の原因は、ここのところ発展目覚しい現地の企業が、

ロータリーと手を組んでポリオ撲滅に乗り出したことが大きいと考えられます。とりわけアルディティア・ビルラ・グループの

活動は顕著であり、同グループの尽力によって、3,200の村、300万人以上の子供が予防接種を受けられております。

このグループをインド最大手のビジネスへと育て上げたアルディティア・ビルラ氏は既に亡くなられておりますが、夫人の

ラジュシューレ・ビルラさんはアルディティア氏の遺志を引き継ぎ、「ロータリーの2億ドルチャレンジ」に、310万ドル

（82円換算で、2億5,420万円）を寄付したとのことです。成功者とは言えなかなかできることではありませんが、この様な

状況になって来ますと、この4ヶ国の国家予算及び4ヶ国の企業の力とビルアンドメリンダゲイツ財団の財力だけでポリオを

撲滅できる可能性が高まったと考えられ、この不況下における日本のロータリーアンが裕福な方は別として、「ロータリーの

2億ドルチャレンジ」に参加する意味があるのだろうか。ポリオ撲滅の状況をしっかりと検証しているのだろうか。

そのために必要な費用がいくらなのか。いくらRIの決定だからといって検証も無しに盲従し、諸手を挙げて賛成するのは

如何なものか。という様なことが、冒頭に述べました私の疑問であります。



★ 幹 事 報 告　　　　　　　稲垣功一幹事
皆さん、こんにちは。暦の上では大寒です。寒い日が続きますが、風邪など

ひかないよう注意してお仕事に、ロータリー活動に頑張りましょう。

本日は、梅澤先生の卓話です、先生宜しくお願いいたします。

それでは幹事報告をいたします。17日、プロバスクラブ設立準備委員会が、クラブ

事務室において開かれました。ＩＭ参加のお願いですが、すでに案内をお送りいた

しましたが2月26日土曜日、熊谷ガ―デンパレスに於いてIMが開催されますので、

多数の御参加申し込みをお願い致します。当日は各クラブの奉仕活動の事例発表

がありますので、御期待下さい。

新入会員入会承認の件ですが、本日までに異議申し立てが御座いませんでしたの

で、野口様と井上様の入会を承認し、ロータリー情報・職業分類・会員選考・

委員会を経て、入会式を予定しております。皆様宜しくお願い致します。

のぼうの城のポスタ―を、お1人あたり2枚お持ち帰り、目に付くところに張ってください。以上、幹事報告でした。

羽生実業高校　大木校長先生 ※｠｠忍城おもてなし甲冑隊

昨年9月2日にもお伺いさせて頂きました。

その時は、インタ－シップのお願いに来ました。

今日はお礼とお詫びと思い、お伺いしました。

過日、阿部接骨院さんで私どもの生徒が１人お世話に

なりました。勤務がなかなか思うようにいかなくて、

私どもで生徒さんの指導をさせて頂きました。

～～～以下略～～～

行田市観光おもてなし講演会を行います。

1月29日、午後3時よりです。対象者としましては、

行田市に在住または勤務をされている方です。

講師は、新潟県村上市に於いて町屋再生プロジェクト会長

をしております、吉川真嗣氏となっております。

ご参加の程、どうぞ宜しくお願い致します。

★ 本日の卓話　 

※ 卓話者紹介　境野登章会員
梅澤晃慧さんは、ビクターエンターティメイトよりデビュー

していらっしゃる現役の歌手の方です。

加須市（旧騎西町）でカラオケを中心としたイベントホール

を経営する傍ら、歌の個人レッスンを行い、あちこちの

ホールを借りきり定期的に発表会なども行っております。

その他様々なイベントでゲスト出演をされたり、司会なども

請け負っていらっしゃる方です。

来週の夜間例会は梅澤先生のお店での例会となりますので

、今日はその辺も合わせて色々なお話を聞けるかと思いま

す。尚、クラブ会報委員会より委員会報告になりますが、

来週の夜間例会においてまだ席が空いております。今から

でも充分間に合いますので、多数のご参加の程、宜しく

お願い致します。では梅澤先生、卓話をお願い致します。

～卓話　次のページより記載～



※本日の卓話　 梅澤 晃慧（ひさえ）様

梅澤晃慧です。どうぞ宜しくお願い致します。さて、この度ご縁があり、お話をとの依頼がありましたが、人の前でお話と

いわれましても私、経験上歌を歌う事はいかようにも努力して参りましたがお話をする事はとても難しく、大変戸惑って

おります。が、折角の機会を作って下さいました事、お時間の許す限り私の雑事を聞いていただければと思っております。

私は10代で東京に行きました。民謡が歌えなければだめだよと言う事で、民謡も習いました。

雇われママさんから仲居さんまでやりました。色々な職業を経験させて頂きました。東京の麹町で、保険業も行いました。

営業をしました。もう一歩を踏み出せず、入口まで行っては帰ってくるというのが六ヶ月も続きました。

ある時特別養護老人ホームでの募集を見て行きました。22名の応募の中で、私だけ雇って頂いた事もありました。

それらが元気の元となり、仕事を覚える事につながりました。社会を歩き、私が携わった色々な職業は浅い経験も

ありましたが、今現在の私は素晴らしい財産と思っています。長く携わった職業は、飲食店と特別養護老人ホ－ムでの

介護職。そして歌手としての芸能界。特別養護老人ホームにて、手が動かない人や足が動かない人の前で歌を歌うと、

それらの人の表情が明るくなるのです。私は歌の世界に没頭していきました。歌は年を取っても出来るんだから、

たくさん勉強しなさい。でもプロになっちゃあだめだよ。歌の世界は怖いんだからと、先輩に言われた事もありました。

その後、あちこちに歌を歌いに行く機会に恵まれるようになりました。居酒屋経営から、現在のカラオケスタジオ。

そして現在では音楽関係の協会の事務局長などにも携わっております。

行田ロータリークラブさんでは2,000回以上の例会回数と言う事で、継続をすると言うのはすごい事だと思います。

私は本日、こちらにお邪魔させて頂き元気をもらいました。私は歌を通して、皆さんに貢献していけたらと思います。

来週は手作りのスタジオで、そして全て私の手料理でおもてなしをさせて頂きたいと思っています。

皆さんお誘いの上、是非いらして下さい。心より、お待ち申し上げます。本日は、ありがとうございました。

プロフィール

＊出身地　埼玉県

＊趣味　料理（調理師）手芸・ドライブ

＊好きな言葉　真・初心・思いやり

平成9年　プリモジャパンレコード（雁が音情話・日暮れ坂）デビュー

平成11年　新潟県長岡市「良寛の里」地元作家によるテーマ曲（夢の世の夢）木曽恋しぐれをリリース

平成13年　ビクターエンターティメイトより「海峡晩歌」通信カラオケ　ＤＡＭ６３３４－０９　「演歌人生なにわ節」を発売

平成14年以降　アルバム等作成　「蛍炎歌」発売。　各地震災被災地等慰問・全国各地にて公演・日本の歌出演。

近年では新潟方面において夏祭り等で、大泉逸郎さん・山本リンダさん・泉ちどりさん・竹川美子さん・岡ゆうこさん・

米倉ますみさん等とご一緒させて頂きました。

現在は、カラオケスタジオ（菊乃和館）の経営をしております。カラオケに限らず、イベントホールとして利用可能です。

近日中の事ではありますが、菊乃和館に於いて来月2月24日（木）に「お楽しみ会」と称して花咲ゆき美さんをゲストとして

迎え、イベントを行う予定でおります。その他、過去多数の有名歌手をお呼びしています。

★ 謝辞　蔭山好信会長

来週は先生の手作りのスタジオで歌わせて頂きたいと

思います。どうぞ宜しくお願い致します。



★ 出席・スマイル委員会 

★ 出席状況報告...............................................　　　　　　鴨田武委員長

T ・ 正 会 員 数 56名

A ・ 85年規定承認者 12名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 32名

B ・ 各承認者の例会出席者 5名

MU ・ 本日のメーキャップ者 1名

本 日 の 出 席 率 67.3％

★ にこにこ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　鴨田武委員長

● 蔭山会長 梅澤先生本日の卓話有難うございます。また来週よろしくお願いします。
中島さん元気になられて良かったですね。

● 稲垣幹事 梅澤先生本日の卓話有難うございます。また来週よろしくお願いします。

● 斉藤会員 大木校長先生ようこそおいでくださいました、心から歓迎いたします。
また農大三校では大変お世話になっています。

● 山本会員 埼玉、浮き城プロバスクラブ　の名前を予定しています。よろしくお願いします。

● 小林会員 梅澤先生卓話有難うございます。寒さ厳しい折お体をご自愛ください。

● 古沢会員 家内の誕生日のお祝いを過日いただき、有難うございました。

● 境野会員 梅澤先生本日はご多忙のところ卓話に来ていただき有難うございました。

● 富田会員 会長、幹事様大変寒い中ご苦労様です。

● 鈴木克枝会員 遅くなりましたが本年もよろしくお願いします。

● 大谷会員 今日は大寒、寒いお互いに健康に気をつけて。

● 湯本会員 梅澤先生今日は有難うございます。来週の夜はカラオケ例会お世話になります。

● 永島会員 お蔭様で市民大学の卒業生が率先して行田市の古墳の歴史勉強会を発足させ、
本日みらいで第一回が開催されることはうれしいことです。

● 中島会員 暫くぶりの例会出席で緊張しています。欠席中はご迷惑をかけ申し訳ありませんでした。

● 小菅会員 世間をお騒がせして申し訳ありません。

● 宮内会員 所要のため早退します。　　同文　　坂本会員

● 阿部会員 梅澤先生卓話有難うございます。

● 以下同文
小島会員、武田会員、武井会員、渡辺会員、山田会員、石渡会員、橋本会員

倉持会員、柿沼会員、内山会員、持田会員、清水治雄会員、鴨田会員

● 本日のニコニコ　３９,０００円 頂きました。ありがとうございました。（順不同にて報告しました。）

★ 点鐘
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